
山口県
日時：２０１６年９月３日（土）、場所：ふくふく健康フェスタ（下関シーモール）

　山口県言語聴覚士会は西部、中央、東部と３つの地区それぞれで啓発活動を行っています。その中から

西部ブロックでの活動を報告します。「ふくふく健康フェスタ」は毎年下関市内の商業施設で、医療・健康に

関係する団体が参加する行事です。私たちはEAT-10やMMSEの実施、個別の相談などを受け付けました。

水分でむせると言われる方に、飲み方などの指導を行いました。また、立ち寄られた方にはトロミ付の水分の

試飲を行いました。大体の方はトロミ付の水分を飲んだことがないとのことでしたが、「意外と飲みやすい」、

「これなら飲める」という意見を頂きました。

　毎年参加して感じることは、「リハビリ」という言葉は知っていても「言語聴覚士（ST）」という言葉を

知っている方はあまり増えてないなということです。リハビリは「体を動かす」、「歩行練習」という

イメージが変わっていないのでしょう。これからは「話す」・「聞く」・「食べる」を総合的に診療する

言語聴覚士を知っていただく足掛かりとして、市よりももう少し小さい単位での啓発活動や地域包括ケア

システムを活用し、何かあれば相談できる体制づくりを進めたいと思いました。
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